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一目 漱石 



私 は - J の 学校 は 初め て で —— ェ —来る の は 初めて だ 

けれども、 御 依頼 を 受けた の は 決して 初めてで はあり 

ません。 二、 三年 前、 田 中さん から 頼まれた のです。 

その 頃 頼みに 来て 下さ つ た 方 はもう 御 卒業な さ つたで 

しょう。 それ以来 十数 回の 御 依頼 を 受け ましたが、 み 

んな 御断リ しました。 断る のが 面白い からで はなく、 

たぴ かさ 

やむをえないからで、 この やむをえない 事が 度重なつ 

て 御 気の毒な ので、 その 結果 今日 やって来ました。 言 

わば 根 くらべ で 根が つきて 出て 来たよう なし ま つ であ 

ります。 だから 面白い 御 話 も 出来 兼ねます。 今から と 

にかく 一時間ば かり 御 話します。 それ 故、 題なん か あ 



グ ソンな ども 出る ようです から、 多少 は 共通して いる 

処も あるよう にも 思われます。 それで まあ 私 も 御 話 を 

するとい うような 訳であります。 よく 講演なん ていう 

と 西洋人の 名前なん か 出て 来て ききにくい 人 も あるよ 

うです が、 私の 今日の 御 話に は 片仮名の 名前なん か 一 

つもで てきません。 

私 はかって 或 所で 頼まれて 講演した 時、 「日本 現代 

の 開化」 という 題で 話しました。 今日は 題 はない。 分 

ら なかった から、 こしらえませんでした。 

その 講演のと き 開化の de&iition を 定めました。 

開化と は 人間の energy の 発現の 径路で、 この 活力が 



二つの 異 つた 方向に 延びて 行って 入り乱れて 出来た 

ので、 その 一 つ は 活力 節約の 移動と いって energy を 

節約 せんとす る 吾人の 努力、 他の 一 つ は 活力 を 消耗せ 

しゅこう 

んとす る 趣向 即ち consumpition of energy て ある 

この 二つが 開化 を 構成す る大 なる factors で、 これ 以 

外に は 何もない。 故に この 二つの もの は 開化の 

factors として sufficient and necesssy である 

それで 第一 の 活力 を 節約 せんとす る 努力 は 種々 の 方 

向へ 出る が、 先ず 距離 をつ める、 時間 を 節約す る。 手 

で やれば 一時間 かかる 事 も、 機械で 三十 分で やって し 

まう。 あるいは 手で やれば 一時間 かかって 一 つ 出来る 



所 を、 十 も 二十 もつ くる。 そうして われわれの 生活の 

便 を 計る のです。 これが あなた 方の 専門の もので あり 

ます 他の factor 周ち consumption of energy 努 

ある 

力 は 積極的の もので、 或 種の 人達から は 国力 等の 立場 

より 見做して 消極的な ものと 誤解され ている、 文学、 

美術、 音楽、 演劇 等 はこの 方面に 属します。 これらの 

ものはなくて すむ ものであります、 しかも ありたい も 

あま 

のな のです。 これら は、 幾分 か 片方で 切りつ めて 余つ 

た energy を こちらの 方に 向ける、 どちら かとい えば 

押しの ふとい 方な のです。 私ら はこの 方面へ 向って 行 

く。 この 方面から いえば 時間 距離なん ていう 考 はあり 



ません。 飛行機 —— 飛行機の ような 早い ものの 必要 も 

なく、 堅牢な ものの 必要 もな く、 数で こなす 必要 もな 

い。 生涯に たった 一 つ だってい いもの を 書けば いいの 

です。 即ち 私 どもと あなた 方と はかく 反対に なって い 

るので す。 —— 二つの ものの 性質 を 概括して いうと、 

あなた 方の 方 は 規律で 行き、 私 どもの 方 は 不規律で 行 

く。 その代り 報酬 は 極悪い。 金 持になる 人、 なりたい 

人 は、 規律に 服従せ ねばならない。 あなた 方の 方 は 

mech^tlicEQ Scienc6 の. ^用で おど 4P の 方 は mental 

なの だから 割が いいよ うだが 、 実は 大変に 損 をして い 

るので す。 しかし あなた 方 は 自由が 少 いが、 私 ども は 



自由と いう ものがなければ 出来ない 仕事であります。 

なおい いかえれば、 あなた 方 は 仕事に 服従して 我と い 

う もの を なくなさなければ 出来ない のです。 各自 個々 

勝手な 方面へ 行ったなら、 仕事 はでき ない。 私 どもの 

方 は 我 を 発揮し なければ、 何も 出来ません。 

そこで、 あなた 方の 方です る 仕事と いう もの を 見る 

と、 普遍的 即ち universal の 性質 を 持って いる。 私 ど 

もの 方 は universal でなくて personal の 性質 を 持つ 

ています。 なお 敷衍して いえば、 あなた 方 はまず 公式 

を 頭の 中に 入れて、 その application が 必要で ある。 

それ は 人間が 考えた ものに 違いない けれども、 私が こ 



の ものが いや だとい つ て も 御免 蒙る こと はでき ない。 

universal という こと は personality という 個人と し 

ての 人格 じ やなく、 personality を eliminate し 得る 

仕事な のです。 この 鉄道 は 誰が 敷設した という 事 は 素 

人に は あまり 参考に なりません。 この 講堂 は 誰が 作つ 

た つ て 問題に ならない。 あすこに ぶらさが つ てる ラン 

プ だか、 電気 だか 何だか 知らないが、 これに は 何の 

personality もない。 即ち 自然の 法則 を apply した だ 

けなので あります。 

しからば われわれの 文芸 は 法則 を 全然 無視して いる 

かとい うと、 そうで もない。 ベルグ ソンの 哲学に は 一 



種の 法則み たいな ものが ある。 フランス では ベルグ ソ 

ンを 立場と して、 フランス の 文芸が 近頃 出 て 来て いる。 

しかし われわれの 方で は sex の 問題と か naturalism 

とか 世間に 知れ わた つ た 法則 等から 出立 する もの は、 

その abstraction の 輪廓 を 画いて その 中に つめこんだ 

ので は、 生きて 来ない。 内から 発生した 事に ならない。 

斿 えものになる。 即ち われわれの 方面で は、 

abstraction から は 出立され ない のです。 しからば 文 

学者の 作った ものから 一 つの 法則 を reduce する こと 

はでき ないかと いうと、 それ はでき る。 しかし それ は 

しぜん てんねん 

作者が 自然 天然に 書いた もの を、 他の 人が 見て それに 



で Wloso で Weal の 解釈 を 与えた ときに、 その 作物の 中 

からつ かみ 出される もので、 初めから 法則 をつ かまえ 

て それから 肉 をつ ける というの ではありません。 われ 

われの 方で も 時には 法則が 必要です。 何故に 必要で あ 

るかと いえば、 これが ために 作物の depth が 出て くる 

からで ある。 あなた 方の 法則 は universal の もので あ 

るが、 われわれの 方で は personal な ものの 奥に law 

が あるので す。 というの は 既に 出来た 作物 を 読む 人々 

の 頭の 間 をつな ぐ 共通の ある ものが あった 時、 そこに 

abstract の law が 存在して いると いう 証拠になる の 

です personal の もの 力 universal ではなくても、 



百 人な り 二百 人な りの 読者 を 得た とき、 その 読者の 頭 

をつな ぐ 共通な ものが、 なくて はならぬ。 これが 即ち 

一 つの law である。 

文芸 は law によって govern されて はいけ な い。 

personal である。 free である。 しからば まるで 無茶 

な もの かとい うと、 決してそう ではない というの であ 

リ ま 

かように あなた 方の 出発点と われわれ 文芸 家の 出発 

点と は 違つ ている。 

そのものの 性質より いえば、 われわれの 方の もの は 

personal の もので、 作物 を 見て 作った 人に 思い及ぶ。 



きどう 

電車の 軌道 は 誰が 敷いた かと 考える 必要 はない が、 芸 

術 家の もので は、 誰が 作った という ことが じき 問題に 

じょうしょ 

なる。 従って 製作 品に 対する 情緒が これにう つって 

行って、 作物に 対する 好悪の 念が 作家に うつつ て 行く。 

なお ひろがって 作家 自身の 好悪と なり、 結局 道徳的の 

問題と なる。 それ 故 当然 作物から のみ 得られべき 感情 

が 作家に 及ぼして、 しまいに は justice という 事が な 

ひいき 

くな つて、 貝 頭 負と いう ものが 出来る。 芸人に はこの 蟁 

すもう 

負が 特に 甚だしい。 相撲なん かそれ です。 私の 友人に 

相撲の すきな 人が あるが、 この 人 は 勝った 方が すきだ 

と 申します。 この 人なん か 正義の 人で、 公平で、 決し 



て蟁 負で はない。 蟁 負になる とこん な 事が 出来ない。 

すもう 

かく 芸を 離れて 当人に なって くるの は 角力 か 役者に 多 

い。 作物になる とさ ほどで もない ように も 見える。 

これほどまでに 芸術と か 文芸と かいう もの は 

personal である。 personal であるから 自己に 重き を 

置く。 自己が なくなったら personal でなくなる の は 

あたり 前で あるが、 その 自己が なくなれば 芸術 は 駄目 

である。 

あなた 方に 尊ぶ こと は、 自己で なくして 腕で ある。 

のうじ おわ 

腕 さえ あれば 能事 了れ りと いうても よい。 工場で は 人 

間が いらない ほど あっても、 その 人間 は 機械の 一部分 



のよう な ものである。 mechanical に 働く、 機械より 

も 巧妙に 働く、 腕が 必要で ある。 が、 われわれの 方 は 

人間で あると いう 事が 大切な 事で、 社会 上より いうと 

き は 御 互に 社会の 一 員で ある けれども、 われわれの 方 

は 貴方が たに 比べ て 人間と いう 事が 大事になる。 

ところが ここに 腕の 人で もな く 頭の 人で もない 一 種 

の 人が ある。 資本家と いう ものが それで ある。 この 

capitalist になる と、 腕 も 人間 も 大切で なく、 唯 金が 大 

切なので ある。 capitalist から 金 をと り 上げれば ゼロ 

である。 何にも 出来ない。 同様に あなた 方から 腕 をと 

り 上げても 駄目で ある。 われわれ は 腕 も 金 もとり 上げ 



られて もい いが、 人間 をと リ 上げられて は それ こそ 大 

変で ある。 

あなた 方の 方で は 技術と 自然との 間に 何らの 矛盾 も 

ない。 しかし 私 どもの 方に は 矛盾が ある。 即ち ごまか 

しがき くので す。 悲しく もない のに 泣いたり、 嬉しく 

もない のに 笑ったり、 腹 も 立たない のに 怒ったり、 こ 

んな 講壇の 上な どに 立 つ て あなた 方から 偉く 見られよ 

うとした りする ので これ は 或 程度まで 成功し ます。 

これ は 一 種の art である。 art と 人間の 間に は 距離 を 

生じて 矛盾 を 生じ やすい。 あなた 方に も 人格に ない 

art を 弄して いる 事が たくさん ある。 即ちね むいのに、 



睡 くないよ うな ふリを するな ど は その 一 例です。 かく 

つぎ 

art は 恐ろしい。 われわれに とって は art は 二の次で、 

こうし さま 

人格が 第一な のです。 孔子 様で なければ 人格がない、 

なんてい うの じ やない。 人格と いったって えら いとい 

う 事で もなければ、 偉くない という 事で もない。 個人 

の 思想な り 観念な リを 中心 として 考える という ことで 

ある。 

一 口にい えば、 文芸 家の 仕事の 本体 即ち essence は 

人間であって、 他の もの は 附属 品 装飾品で ある。 

この 見地より 世の中 を 見 わたせば 面白い ものです。 

こういうの は 私 一人 かも 知れません が、 世の中 は 自分 



い。 この 論法から いうと、 芸術家が 昔の 芸術 を 後世に 

ふけんしき 

伝える ために 生きて いると いうの も、 不見識で は ある 

きゅう おのう 

が、 やっぱり 必要でしょう。 ことに 旧 芝居 や 御 能な 

ん かはいい 例です。 絵画に も それが ある。 私 は 

かのう もとのぶ 

狩 野 元 信の ために 生きて いるので、 決して 私の ために 

は 生きて いるので はない と 看板 を かける 人 もた くさん 

ある。 こういうの は 身 を 殺して 仁 をな すと いう もので 

しょう。 しかし personality の 論法で 行く と、 これ は 

問題に ならない。 こんな 人 はと リ のけて、 ほんと に自 

覚 したら どうだろう。 即ち personality から 出立 し 

ようとす る、 狩 野の ために 生きる の をよ して 自分の た 



めに 生きよう とする 事に したら どうだろう。 世の中に 

は 全く 同じ 事 は 決して 再び 起らない。 science では ど 

うだか 知らない けれども、 精神 界 では 全く 同じ ものが 

きゅうよう 

二つ は 来ない。 故にい くら 旧 様 を 守ろうと しても、 

さ ゆろ 

全然 旧に は復ら ない。 なお 他の 一 つ は 旧に かえるの 

ではなく 新しい departure をす る。 これらに よって 

essential な personality を 発揮す る 事が できる。 

導体 的の 文芸 家 美術家 も、 必要 かも 知れない が、 人 

間の 本分と して、 凡ての 人 は 自覚し なければ ならない。 

此 所が 大切な 所で 充分に 説明し なければ いけな いんで 

すが、 今日は 時間がない からこれ で やめます。 



私の いうた 事 は、 あなた 方と 私 どもとの 職業の 違い 

から 出立して、 私 どもの 方の 事 を 精し くいった ので 

あります けれども、 同時に また あなた 方の 方に も 或 程 

度まで は 応用が 利く かと 思います。 あなた 方の 職業の 

方面に おい て 幾分 か 参考になる 事が あり はしな いかと 

思う のです。 尤 も 文芸 部の 会です から 応用が 利かな 

くっても、 威^って そういう 権利が あります。 しかし 

個人と してな リ 職業と してな リ、 あなた 方の 御 参考に 

なれば、 私 は 非常に 嬉しい のであります。 —— それ だ 

けです。 

(東京 高等 工業 学校 校友会 雑誌 所載の 略記に よる) 



大正 三年 一 月 十七 日 東京 高等 工業 学校に おいて I 
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